
科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 2学年前期 時間数 15時間 必修・選択

第１週

第２週

第３週

第４週

第５週

第６週

第７週

第８週

第９週

第１０週

第１１週

第１２週

第１３週

第１４週

第１５週

実務経験 ✓
たかの友梨ビューティクリニックにて3年勤務(杉山)
美容業界にて16年勤務(村中)

実務経験のある教員による
授業科目

・同上(メイクアップ・ネイル専攻)
・フェイシャル・ボディ技術理論(エステティック専攻)

・認定ボディ･フェイシャルエステティシャン検定試験(メイクアップ・ネイル専攻)
・フェイシャル・ボディ技術理論確認テスト(エステティック専攻)

評価方法

・試験、出席状況、授業態度を考慮して成績を評価する(メイクアップ・ネイル専攻)
・出席率・授業態度(70％)、確認テスト(30％)で評価する(エステティック専攻)

教科書
教材など

・認定フェイシャル・ボディエステティンャン理論と実技(メイクアップ・ネイル専攻)
・新エステティック学　技術編Ⅰ、理論編Ⅱ(エステティック専攻)

・同上(メイクアップ・ネイル専攻)
・フェイシャル・ボディ技術理論(エステティック専攻)

・同上(メイクアップ・ネイル専攻)
・エステティック機器学(低周波、バイブレーション)(エステティック専攻)

・同上(メイクアップ・ネイル専攻)
・脱毛技術理論(エステティック専攻)

・同上(メイクアップ・ネイル専攻)
・脱毛技術理論(エステティック専攻)

・同上(メイクアップ・ネイル専攻)
・脱毛技術理論確認テスト(エステティック専攻)

・同上(メイクアップ・ネイル専攻)
・エステティック機器学(バイブレーション、サクション)(エステティック専攻)

・同上(メイクアップ・ネイル専攻)
・エステティック機器学(サクション、高周波)(エステティック専攻)

・同上(メイクアップ・ネイル専攻)
・エステティック機器学(高周波、超音波)(エステティック専攻)

・同上(メイクアップ・ネイル専攻)
・エステティック機器学(超音波、イオン導入)(エステティック専攻)

・同上(メイクアップ・ネイル専攻)
・エステティック機器学(イオン導入・エレクトロクレンジング)(エステティック専攻)

・練習問題を解く(メイクアップ・ネイル専攻)
・エステティック機器学(カウンセリング機器)(エステティック専攻)

・同上(メイクアップ・ネイル専攻)
・エステティック機器学確認テスト(エステティック専攻)

・テキストを使用した試験問題対策(メイクアップ・ネイル専攻)
・エステティック機器学(電気機器学、低周波)(エステティック専攻)

2026年度 授業計画（シラバス）
エステティック応用理論 トータルビューティ学科 講義

村中 梨絵、杉山 菜月 必修

授業概要
・

授業内容

・授業は講義形式で行う。テキストを使用し、試験問題の対策を行う。(メイクアップ・ネイル専攻)
・授業は講義形式で行う。テキスト、テキストを基に作成したノートを使用し、エステティック機器学・脱毛の理論を理解
し、試験対策を行う。(エステティック専攻)

到達目標

・認定ボディ･フェイシャルエステティシャン検定の取得(メイクアップ・ネイル専攻)
・エステティシャンセンター試験の合格(エステティック専攻)

授業計画・内容



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 2学年前期 時間数 45時間 必修・選択

第１週

第２週

第３週

第４週

第５週

第６週

第７週

第８週

第９週

第１０週

第１１週

第１２週

第１３週

第１４週

第１５週

実務経験 ✓
たかの友梨ビューティクリニックにて3年勤務(杉山)
美容業界で16年勤務(村中)

実務経験のある教員による
授業科目

・認定フェイシャルボディ筆記試験対策(メイクアップ、ネイル専攻)
・フェイシャルトリートメント選択機器(エステティック専攻)

・認定フェイシャルボディ筆記試験(メイクアップ、ネイル専攻)
・1BBフェイシャルトリートメントチェック(エステティック専攻)

評価方法

・試験、出席状況、授業態度を考慮して感績を評価する(メイクアップ、ネイル専攻)
・出席率、授業態度で評価(エステティック専攻)

教科書
教材など

1年次使用したフェイシャルボディマニュアル

・フットケア、ヘッドマッサージ

基本手技でのフェイシャルトリートメント

ボディトリートメント(下肢後面、背面)

・美脚トリートメント(メイクアップ、ネイル専攻)
・脱毛(エステティック専攻)

・フェイシャルトリートメント(吸引)(メイクアップ、ネイル専攻)
・脱毛(エステティック専攻)

・カウンセリング化粧品調べ(メイクアップ、ネイル専攻)
・1BBクレンジングチェック(エステティック専攻)

・カウンセリング化粧品使用フェイシャル(メイクアップ、ネイル専攻)
・エステティック機器(エステティック専攻)

2BB校内コンテスト予選

・エレクトロクレンジング(メイクアップ、ネイル専攻)
・理学療法士の講師の元、カウンセリング技術と体チェックの方法を学ぶ。(エステティック専攻)

・美腕トリートメント(メイクアップ、ネイル専攻)
・ピラティス1BBモデル同伴で体チェック、運動方法を学ぶ。(エステティック専攻)

・フェイシャル(オイルアップ+吸引)

・フェイシャル(オイルアップ+吸引)

授業準備

2026年度 授業計画（シラバス）
エステティック応用演習 トータルビューティ学科 演習

村中 梨絵、杉山 菜月 必修

授業概要
・

授業内容

・エステ機器の使用方法の習得と、肌質・ブランドによる化粧品の違いを理解する。(メイクアップ・ネイル専攻)
・エステティック機器の理論と実技、脱毛技術理論・実技でセンター試験対策を行う。ピラティスを学びカウンセリング
力と運動方法のアドバイス方法を学ぶ。(エステティック専攻)

到達目標

・様々ーなパターンのトラブルに対して化粧品を選択できるようにする、相モデルで行うことでおもてなしの心を身に着
ける。(メイクアップ・ネイル専攻)
・エステティックセンター試験の合格、カウンセリング技術や運動方法のアドバイスができるようになる。また1BBとのコ
ラボ授業で指導力を身に着ける。(エステティック専攻)

授業計画・内容



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 2学年前期 時間数 60時間 必修・選択

第１週

第２週

第３週

第４週

第５週

第６週

第７週

第８週

第９週

第１０週

第１１週

第１２週

第１３週

第１４週

第１５週

実務経験 ✓美容業界で経験２５年以上（実務経験・講師歴含む）
実務経験のある教員による

授業科目

全体の評価
各グループごとに発表

全体の評価
各グループごとに発表/まとめ

評価方法

出席率、授業態度、提出物、デモンストレーション評価、各グループのチームワークを評価とする。

教科書
教材など

教員作成プリントなど

９グループ「バービー人形」
デモンストレーション→評価→フィードバック

グループ分け
テーマ決め/役割決め

デモンストレーションに必要な道具、説明資料の準備
デモンストレーションの練習

各グループに分かれ、デモンストレーションの練習

１グループ「宝塚メイク」
デモンストレーション→評価→フィードバック

２グループ「ドールメイク」
→デモンストレーション→評価→フィードバック

３グループ「歌舞伎メイク」
デモンストレーション→評価→フィードバック

４グループ「ディズニープリンセス　ジャスミンメイク」
デモンストレーション→評価→フィードバック

５グループ「平成　ギャルメイク」
デモンストレーション→評価→フィードバック

６グループ「動物メイク　　奈良公園のリアルな鹿メイク」
デモンストレーション→評価→フィードバック

７グループ「夏のフルーツパーティー」
デモンストレーション→評価→フィードバック

８グループ「人間ではない　サンリオメイク」
デモンストレーション→評価→フィードバック

自己紹介
教材、持参物について/今後の流れについて

2026年度 授業計画（シラバス）
メイクアップ応用演習 トータルビューティ学科 演習

中山 いずみ、杉山 菜月 必修

授業概要
・

授業内容

1年生で学んだエステ、メイク、ネイルをもとにグループに分かれ、テーマを決め各グループごとにデモンストレーション
を行い発表をしていく。
伝えることの大切さ、教えることの難かしさを学び言葉だけではなく、動作も見せ使い方やメイクの仕方などを具体的
に示し実演していく。

到達目標

１年次に授業で習ってきたこと（メイクアップ技術）を実際に言語化し、再現力、発想力、プロセスを育てていく。

授業計画・内容



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 2学年 時間数 75時間 必修・選択

第１週 第１６週

第２週 第１７週

第３週 第１８週

第４週 第１９週

第５週 第２０週

第６週 第２１週

第７週 第２２週

第８週 第２３週

第９週 第２４週

第１０週 第２５週

第１１週 第２６週

第１２週 第２７週

第１３週 第２８週

第１４週 第２９週

第１５週 第３０週

実務経験

教科書
教材など

教員作成プリント等

実務経験のある教員による
授業科目

学科コラボ、製菓実習 収支報告・領収書まとめ、提出

各専攻施術・制作進行
全体ミーティング

反省会・表彰式・クリスマス会

評価方法

【①作品評価（40％）】
「トータルプロデュース賞」の評価基準として、以下の項目を総合的に判断する。
・ショー完成度（技術・表現・世界観）、プレゼンテーション力、チームワーク、モデルへのケアおよびプロデュース力、出納管理およ
び運営能力
【②平常評価（60％）】
・授業態度、取り組み姿勢（主体性・責任感・協働性）、出席状況

各専攻施術・制作進行 会場リハーサル

各専攻施術・制作進行 BB　プレゼンテーションショー2026
　～world　Wedding～　本番

各専攻施術・制作進行 大掃除、在庫確認

モデルカウンセリング・目標設定
モデルケア開始（エステ・食事管理）

校内リハーサル①（トータル確認）

各専攻施術・制作進行 制作追い込み、会場打合せ

各専攻施術・制作進行 校内リハーサル②
展示物チェック

プレゼン資料作成① 一年スタッフ顔合わせ、役割分担決め、
リーフレット作成開始

1年生向けプレゼン
モデル投票・モデル決定

ヘアメイク、衣装チェック

衣装案作成
ファッション学科連携準備

照明、音響打合せ、
ウォーキング・演出チェック

チーム編成・役割決定 衣装フィッティング
各専攻施術・制作進行

国テーマ決定/コンセプト設計（世界観構築）
リサーチ（文化・衣装・メイク）

照明、音響打合せ
各専攻施術・制作進行

イメージボード作成/デザイン案作成
装飾デザイン案作成/施術計画立案

各専攻施術・制作進行

オリエンテーション（授業説明・ショー概要） 各専攻施術・制作進行

2026年度 授業計画（シラバス）
作品製作 トータルビューティ学科 演習

木村 裕美、杉山 菜月、𠮷田 ほのか 必修

授業概要
・

授業内容

12月に開催されるトータルビューティ学科2年生による集大成イベント『プレゼンテーションショー2026～World　Wedding～』に向けた作品制作。
学生は主体的にチームを編成し、各国をテーマにしたウェディングショーを企画・演出する。エステティック・メイクアップ・ネイル各専攻の専門技
術を融合し、モデル（1年生）のトータルビューティをプロデュースする。また、ファッション学科との衣装連携、パティシエブーランジェ学科とのダイ
エット支援企画など、学科横断型のプロジェクトとして実施する。企画立案からプレゼンテーション、制作、リハーサル、本番運営、事後振り返り
まで一連の流れを経験し、現場対応力・チームワーク・表現力を養う。

到達目標

・テーマに基づいたトータルビューティ提案ができる
・メイク・エステ・ネイルの専門技術を統合した作品制作ができる
・プレゼンテーション能力を身につける
・チームでの役割理解と協働力を高める
・スケジュール、金銭管理など実務能力を習得する
・モデルの身体的、精神的ケアを考慮したプロデュースができる

授業計画・内容



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 2学年前期 時間数 15時間 必修・選択

第１週

第２週

第３週

第４週

第５週

第６週

第７週

第８週

第９週

第１０週

第１１週

第１２週

第１３週

第１４週

第１５週

実務経験
実務経験のある教員による

授業科目

校内コンテストの通し練習

校内コンテストの通し練習・最終確認

評価方法

出席状況・授業態度・指示への的確性・積極性・クラス内フォローが率先してできているか等
普段の様子を重視した評価とする

教科書
教材など

専攻・競技内容ごと

校内コンテストの通し練習

校内コンテストの内容や流れを確認・把握する

校内コンテストの内容や流れを確認・把握する

校内コンテストの内容や流れを確認・把握する

校内コンテストの内容や流れを確認・把握する

校内コンテストの内容や流れを確認・把握する

校内コンテストの内容や流れを確認・把握する

校内コンテストの内容や流れを確認・把握する

モデルへの配慮・接客・心配り等を考え実践する

モデルへの配慮・接客・心配り等を考え実践する

校内コンテストの通し練習

校内コンテストの通し練習

校内コンテストの概要・詳細・個々の到達目標を定める

2026年度 授業計画（シラバス）
コンテスト対策 トータルビューティ学科 講義

宮内 和花子、𠮷田 ほのか、中山 いずみ 必修

授業概要
・

授業内容

授業概要：6月に開催される校内コンテストに向けた技術対策授業
授業内容：モデルへの配慮・接客・心配り等を実践を通して理解し習得する
　　　　　また『コンテスト』という同じ目標に向かうことにより、
　　　　　生徒間の絆・講師と生徒の信頼を深め、次に向かうステップにする
　

到達目標

校内コンテストへの出場に必要な技術力・接客力を身につける
また競い合うことで自身の向上(メンタル面含む）とクラス全体の意識の向上を目指す

授業計画・内容



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 2学年 時間数 180時間 必修・選択

第１週 第１６週

第２週 第１７週

第３週 第１８週

第４週 第１９週

第５週 第２０週

第６週 第２１週

第７週 第２２週

第８週 第２３週

第９週 第２４週

第１０週 第２５週

第１１週 第２６週

第１２週 第２７週

第１３週 第２８週

第１４週 第２９週

第１５週 第３０週

実務経験

教科書
教材など

メイクボックス（メイク道具一式）
教員作成プリント

実務経験のある教員による
授業科目

総合演習①
（感情＋造形の統合表現）

JMA１級対策
反復練習②

前期まとめ作品制作・講評 JMA１級模擬試験

評価方法

定期試験は実施しない。
定期的に出題する課題の内容、コンテスト等での受賞状況、出席状況および授業態度を総合的に考慮して成績を評
価する。
【①作品評価（40％）】※コンテスト入賞は加点
【②平常評価（60％）】

感情表現③
「哀」（陰影・繊細さの表現）

JMA１級対策
カウンセリングシート完全版作成①

光と影①
（ハイライト・シェーディング基礎）

JMA１級対策
カウンセリングシート完全版作成②

光と影②
（立体感・造形強化）

JMA１級対策
反復練習①

模写②
（構図・バランス・完成度強化）

作品撮影・提出準備
（タイトル・コンセプト記入）

感情表現①
「喜・楽」（ポジティブ表現の演習）

JMA１級対策カウンセリング実習①
（印象分析）

感情表現②
「怒」（強さ・緊張感の表現）

JMA１級対策
カウンセリング実習②（技術再現）

模写①
（作品分析・ツール・質感・発色の再現）

モデルを活かすデザイン演習

校内コンテスト（テーマ：アバンギャルド）
※付けまつ毛・ダブルライン/オリジナル作品制作

フォトコンテスト対策（撮影・見せ方）

コンテスト振り返り・講評（改善点分析） 作品ブラッシュアップ①
（技術精度向上）※特別講師

メイクアップにおける「色」の基礎
（色彩・配色・印象）

デザイン構築①（ラフ作成・構図設計）

メイクアップにおける「形」の基礎
（骨格・バランス・ライン）

デザイン構築②（色・質感の設計）

メイクアップにおける「質感」の基礎
（マット・ツヤ・ラメ）

モデル分析（顔立ち・個性・印象操作）

基礎理解・模写・表現習得
イメージメイクとは（評価される作品とは何か）

応用・オリジナル制作・コンテスト対策
オリジナルデザイン発想法

2026年度 授業計画（シラバス）
イメージメイクアップ トータルビューティ学科 演習

木村 裕美 必修選択

授業概要
・

授業内容

メイクアップを通して、他者とのコミュニケーションツールとしての表現力を学ぶ。自己満足にとどまらず、他者から評
価されるオリジナルデザインを考案し、メイクアップ作品として制作する。
授業は演習形式で行い、モデルの個性を生かしながら、さらに魅力を引き出すショー要素を含んだメイク技術を習得
する。
最終的には、これまでの学びの集大成としてショーメイクの制作へとつなげる。

到達目標

・外部コンテストを意識した作品制作を行い、第三者から評価されるレベルのメイクアップ表現力を身につける
・テーマ設定からデザイン構築、仕上げまで一貫した作品制作ができる
・ヘアメイクフォトコンテストにおいて入賞を目指す作品を完成させる

授業計画・内容



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 2学年 時間数 105時間 必修・選択

第１週 第１６週

第２週 第１７週

第３週 第１８週

第４週 第１９週

第５週 第２０週

第６週 第２１週

第７週 第２２週

第８週 第２３週

第９週 第２４週

第１０週 第２５週

第１１週 第２６週

第１２週 第２７週

第１３週 第２８週

第１４週 第２９週

第１５週 第３０週

実務経験

教科書
教材など

・日本化粧品検定公式テキスト
・教員作成プリントなど

実務経験のある教員による
授業科目

本番 総括（自己評価・課題整理）

本番 整理・最終講評

評価方法

定期試験は実施しない。
①実技・実践評価（40％）
②平常評価（60％）
※日本化粧品検定1級合格者は加点対象とする

シニアメイク実技①（メイクデザインの提案） 商品提案力強化/マイコスメブック作成
（③内定先商品・悩み別（乾燥）対策）

シニアメイク実技②（メイク合わせ） ロールプレイ実践①

道具準備 ロールプレイ実践②

シニアメイク理論①
QOL向上のための整容とは

接客販売基礎（カウンセリング技術）

シニアメイク理論②
（色・質感・肌質・骨格・加齢変化）

商品提案力強化/マイコスメブック作成
（①普段使用しているお勧め化粧品）

ハレノワコレクション
企画理解・役割分担

商品提案力強化/マイコスメブック作成
（②内定先商品アプローチ・化粧水知識）

身だしなみメイク指導法②
パワーポイント資料作成（実践）

検定対策④（総合演習）

講習ロールプレイ①（他学科想定） 模擬試験①

講習ロールプレイ②（高校生想定） 模擬試験②・解説

伝える技術・基本・構成理解 日本化粧品検定対策①（皮膚科学）

ナチュラルメイク基礎（他学科向け講習） 検定対策②（化粧品成分）

身だしなみメイク指導法①
役割分担

検定対策③（法律・表示）

校外対応準備・イベント準備
オリエンテーション／授業目的理解

ハレノワコレクション振り返り

2026年度 授業計画（シラバス）
メイクアップ総合演習 トータルビューティ学科 演習

木村 裕美 必修選択

授業概要
・

授業内容

メイクアップ技術の総合的な実践力を養うことを目的とし、外部連携・イベント・資格対策を通して、現場対応力とアウ
トプット力を強化する演習授業である。医療事務学科や高校などへのメイク講習、外部イベント「ハレノワコレクション」
におけるシニアモデルへのヘアメイク施術など、実際のクライアントに対応する機会を通して、年齢層・目的に応じたメ
イク提案力を身につける。また、日本化粧品検定1級の取得を目指した知識習得と、化粧品販売における接客ロール
プレイングを行い、技術だけでなく接客力・提案力も含めた総合的なスキルを習得する。

到達目標

・外部講習やイベントにおいて、相手に応じたメイク提案・技術提供ができる
・シニア世代を含む幅広い年齢層への対応力を身につける
・日本化粧品検定1級レベルの知識を習得する
・化粧品販売におけるカウンセリングおよび接客技術を身につける
・現場におけるコミュニケーション力・対応力・責任感を養う

授業計画・内容



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 2学年 時間数 135時間 必修・選択

第１週 第１６週

第２週 第１７週

第３週 第１８週

第４週 第１９週

第５週 第２０週

第６週 第２１週

第７週 第２２週

第８週 第２３週

第９週 第２４週

第１０週 第２５週

第１１週 第２６週

第１２週 第２７週

第１３週 第２８週

第１４週 第２９週

第１５週 第３０週

実務経験 ✓

教科書
教材など

日本メイクアップ技術検定試験1級　テキスト

美容業界で経験２５年以上（実務経験・講師歴含む）
実務経験のある教員による

授業科目

相モデルでエレガントメイク 日本メイクアップ技術検定試験1級
道具の確認　まとめ

相モデルでフレッシュメイク 日本メイクアップ技術検定試験1級　実施

評価方法

出席状況、授業態度、提出物、定期試験などを評価とする。

メイクアップの強弱
リップを強調したメイク

カウンセリング　フルメイク３０分
メイクアドバイスシート

メイクアップの強弱
チークを強調したメイク

日本メイクアップ技術検定試験1級
模擬試験

相モデルでキュートメイク 日本メイクアップ技術検定試験1級
模擬試験/フィードバック

メイクアップの強弱　ポイントメイクのイメージ　ポイントメ
イクのバランス

カウンセリング　フルメイク３０分
メイクアドバイスシート

メイクアップの強弱
アイブロウを強調したメイク

カウンセリング　フルメイク３０分
メイクアドバイスシート

メイクアップの強弱
アイシャドウを強調したメイク

カウンセリング　フルメイク３０分
メイクアドバイスシート

フレッシュ、クール
イメージメイクデザイン

カウンセリング～メイク設計
カウンセリングシートの活用

フレッシュメイクレッスン　モデルの顔分析　モデルの顔
をフレッシュに近づける

カウンセリング　フルメイク３０分
メイクアドバイスシート

クールメイクレッスン　モデルの顔分析　モデルの顔を
クールに近づける

カウンセリング　フルメイク３０分
メイクアドバイスシート

キュート、エレガント
イメージメイクデザイン

確認テストを実施

キュートメイクレッスン　モデルの顔をキュートメイクに近
づける　モデルの顔分析

カウンセリングシートの活用
カウンセリングロープレ

エレガントメイクレッスン　モデルの顔分析　モデルの顔
をエレガントメイクに近づける

カウンセリングシートの活用
カウンセリングロープレ

イメージ分類
イメージに近づくポイントメイク色、形、質感

相モデルでクールメイク

2026年度 授業計画（シラバス）
ビューティアドバイザー演習 トータルビューティ学科 演習

中山 いずみ 必修選択

授業概要
・

授業内容

ＪＭＡ1級検定内容である、イメージメイク「キュート、フレッシュ、エレガント、クール」4パターンを中心にメイクテクニッ
クを学んでいく。
また、「職業に必要なプロフェッショナルな技術」を学ぶためカウンセリングとスキンケアもしっかり練習をしていく。

到達目標

日本メイクアップ技術検定試験1級を取得する。
（令和9年　2月　検定予定）

授業計画・内容



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 2学年前期 時間数 30時間 必修・選択

第１週

第２週

第３週

第４週

第５週

第６週

第７週

第８週

第９週

第１０週

第１１週

第１２週

第１３週

第１４週

第１５週

実務経験
実務経験のある教員による

授業科目

最終ロールプレイ

オープンキャンパス対応（実践）
振り返り

評価方法

定期試験は実施しない。
【①実技評価（40％）】
【②平常評価（60％）】

教科書
教材など

各種化粧品（デパートコスメ）
カウンセリングシート
教員作成プリント

ロールプレイ

挨拶・立ち居振る舞い・表情トレーニング

お出迎え～席案内の流れ（実践）

カウンセリング基礎
（シート活用・ヒアリング）

カウンセリング応用（ニーズの掘り下げ）

メイク提案（悩み別対応）

ポイントメイク提案
（なりたいイメージ別）

デパートコスメ理解（特徴・使い分け）

ディスプレイ、POP製作①

ディスプレイ、POP製作②

タッチアップ技術①

総合演習（接客～施術まで通し）

オリエンテーション／
接客の基本（第一印象の重要性）

2026年度 授業計画（シラバス）
メイクアップ集中演習 トータルビューティ学科 演習

木村 裕美 必修選択

授業概要
・

授業内容

来客応対からメイクアップのタッチアップまでの一連の流れを集中的に習得する演習授業である。
接客の基本である挨拶・立ち居振る舞い・案内動作から始まり、カウンセリングシートの活用、顧客ニーズの引き出し
方、要望に応じたメイク提案およびタッチアップ技術を学ぶ。
デパートコスメを使用し、実際の販売現場を想定した実践を行うことで、再現性の高い技術と提案力を養う。
最終的にはオープンキャンパスにて高校生対応を行い、実際の顧客対応力を身につける。

到達目標

・来客応対の基本（挨拶・案内・表情・所作）を身につける
・顧客の要望を引き出すカウンセリング力を習得する
・ニーズに応じたメイク提案およびタッチアップができる
・デパートコスメを用いた再現性の高い技術を習得する
・実際の現場を想定した接客対応ができる

授業計画・内容



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 2学年後期 時間数 15時間 必修・選択

第１週

第２週

第３週

第４週

第５週

第６週

第７週

第８週

第９週

第１０週

第１１週

第１２週

第１３週

第１４週

第１５週

実務経験 ✓美容業界で経験２５年以上（実務経験・講師歴含む）
実務経験のある教員による

授業科目

現代風にアレンジ
写真撮影

現代風にアレンジ、写真撮影
まとめ

評価方法

授業態度、提出物、出席状況、定期テスト、身だしなみ等を評価する。

教科書
教材など

講師作成プリント

現代風にアレンジ
写真撮影

５０年代メイク　理論、実技演習、写真撮影

５０年代、実技演習、写真撮影

６０年代、理論、実技演習、写真撮影

６０年代、実技演習、写真撮影

７０年代、理論、実技演習、写真撮影

７０年代、実技演習、写真撮影

８０年代、理論、実技演習、写真撮影

８０年代、実技演習、写真撮影

９０年代、理論、実技演習、写真撮影

９０年代、実技演習、写真撮影

現代風にアレンジ
写真撮影

時代で美の価値が変化する
時代メイクとの違いをグループで話し合い

2026年度 授業計画（シラバス）
トラディショナルメイクアップ トータルビューティ学科 演習

中山 いずみ 必修選択

授業概要
・

授業内容

各年代のメイク特徴と背景を理解し、再現技術を習得することで、現代メイクへの応用力と提案力を養う。

到達目標

時代背景を読み解く力を身につけ、メイクの本質理解と応用力を育てる。

授業計画・内容



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 2学年前期 時間数 45時間 必修・選択

第１週

第２週

第３週

第４週

第５週

第６週

第７週

第８週

第９週

第１０週

第１１週

第１２週

第１３週

第１４週

第１５週

実務経験 ✓株式会社ソシエ・ワールド銀座店・オム池袋店
実務経験のある教員による

授業科目

チップ制作

チップ制作、提出

評価方法

定期試験は実施せず、出席状況・授業態度・個人でテーマを決め制作したネイルチップで成績を評価する。

教科書
教材など

オリジナルプリント

チップ制作

ネイルケア(相モデル)

ジェルアート（ミラー/バカラ）

ジェルアート（ぷっくりフラワー/フルーツ）

ジェルアート（キャラクター）

たらしこみネイル（紫陽花）

アクリル（基礎）

アクリル（基礎）

アクリル（３D）

アクリル（エンボス）

チップデザイン決め

チップ制作

ジェルアート（モロッカン）

2026年度 授業計画（シラバス）
ネイル応用演習 トータルビューティ学科 演習

𠮷田 ほのか 必修選択

授業概要
・

授業内容

授業は実技演習形式で行う。様々なジェルアート・アクリルの基礎を習得する。

到達目標

様々な種類のネイルアートを学び、ネイルの楽しさと難しさを実感する。

授業計画・内容



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 2学年前期 時間数 30時間 必修・選択

第１週

第２週

第３週

第４週

第５週

第６週

第７週

第８週

第９週

第１０週

第１１週

第１２週

第１３週

第１４週

第１５週

実務経験 ✓美容師歴４年
実務経験のある教員による

授業科目

タイムトライアル実習

総合実技試験・作品講評

評価方法

実技課題提出：20％
授業態度・出席・取り組み姿勢：20％
中間課題：20％
期末実技試験：40％

教科書
教材など

ウィッグ、コームなどの美容教材

シーン別スタイリング（成人式・ブライダル）

使用道具の理解と基本操作

ブロー技術・ベース作り

カールアイロン基礎①

カールアイロン基礎② 応用巻き

ストレートアイロン活用技術

ピニング・逆毛・土台形成

編み込み・ねじり・ロープ編み

ポニーテール・ハーフアップアレンジ

シニヨン・アップスタイル基礎

トレンドアレンジ実習

メイクとのバランスを考えた作品制作

オリエンテーション・ヘアスタイリング概論

2026年度 授業計画（シラバス）
ヘアスタイリング トータルビューティ学科 演習

髙田 勝之 必修選択

授業概要
・

授業内容

2年次より新たな授業として、ヘアスタイリング実習を開講する。近年、現代における美しい女性像として、メイク技術のみならず、ヘアスタイルと
メイクの調和・バランスの重要性が広く認識されている。

本授業では、ヘアアレンジの基礎技術を中心に学び、ウイッグを使用した反復練習を通して、現場で求められる実践的なスタイリング技術を習
得する。サロンワーク・撮影・ブライダル・成人式など幅広いシーンに対応できる基礎力の養成を目的とする。

到達目標

本授業終了時に、以下の能力を身につけることを目標とする。
ヘアスタイリングに必要な基礎知識（道具・整髪料・毛髪理解）を理解できる。
ブロー・巻き髪・逆毛・ピニング等の基本操作を正確に行うことができる。
顔立ち・メイク・ファッションとのバランスを考慮したスタイル提案ができる。
アップスタイル・アレンジスタイルの基礎技術を習得する。
制限時間内に作品を完成させる実践力を身につける。

授業計画・内容



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 2学年前期 時間数 30時間 必修・選択

第１週

第２週

第３週

第４週

第５週

第６週

第７週

第８週

第９週

第１０週

第１１週

第１２週

第１３週

第１４週

第１５週

実務経験
実務経験のある教員による

授業科目

自分ブランディングと素材・柄の活用演習

到達度テストと実務への応用・総括

評価方法

平常点（40%）：出席および実習への意欲。
実習課題（30%）：毎回のワークシート（色素観察、診断結果等）の記録。
到達度確認テスト（30%）：全15回の実習内容に基づいた基本理論の確認テスト。

教科書
教材など

・色彩活用パーソナルカラー検定公式テキスト3級（改訂版）
・新配色カード199
・Ledomトータルメイクパレット
（その他、実習時に雑誌、分析用ハギレ等を使用）

ドレーピング手法の実践と色の見極めのコツ

色相環の理解とベースカラー判定の基礎

明度・彩度の概念と顔映りへの影響

4シーズンの分類と各タイプの特徴・色彩属性

PCCSトーンの理解とイメージ表現への活用

雑誌を用いた色相分類実習（ビジュアル分析）

雑誌を用いた印象分類実習（イメージ具現化）

肌・髪・瞳の色素観察とセルフチェック（P.I.）

色素質感とタイプの相関・診断の理論背景

色の対比現象と見栄えが変わる視覚トリック

光の反射・吸収と素材による顔映りの変化

光源の種類（演色性）とドレーピングの準備

美容現場でのパーソナルカラーの重要性と三属性の定義

2026年度 授業計画（シラバス）
パーソナルカラー トータルビューティ学科 講義

片山 ひとみ 必修選択

授業概要
・

授業内容

色彩の基礎理論を修得し、色素や質感に基づいた客観的なパーソナルカラー分析ができる「専門的な目」を養います。
色彩活用パーソナルカラー検定公式テキスト3級の内容をベースに、美容現場で即戦力となる提案力の基礎を、実験や相互診断
などの豊富な実習を通して習得します。

到達目標

1.色彩理論の習得
色彩の基礎理論を修得し、色彩技能パーソナルカラー検定®3級程度の専門知識を身につける。
2.専門的な目の育成
 顧客一人ひとりの色素・質感に応じた的確な分析ができる「専門的な目」を養う。
3.提案力の習得
色の属性が顔映りに与える視覚的効果を理解し、現場で即戦力となる提案力を実習を通して習得する。

授業計画・内容



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 2学年後期 時間数 30時間 必修・選択

第１週

第２週

第３週

第４週

第５週

第６週

第７週

第８週

第９週

第１０週

第１１週

第１２週

第１３週

第１４週

第１５週

実務経験
実務経験のある教員による

授業科目

チーム制作③

チーム発表/振り返り

評価方法

授業態度、出席状況、提出物および最終プレゼンテーション発表の内容を総合的に評価する。
※評価目安：授業態度（20％）・出席状況（20％）・資料作成（30％）・プレゼンテーション発表（30％）

教科書
教材など

『やさしい・かんたん　プレゼンテーション』(日本能率協会マネジメントセンター)
教員作成プリントなど

チーム制作②

説明の基本ルール

相手を動かす話し方・伝え方

聞き手の分析術

美容業界における接客・提案とプレゼンテーション

プレゼンの資料作成術

PowerPoint/canva基本操作①（文字入力・スライド作成）

PowerPoint/canva基本操作②（画像挿入・図形・レイアウト）

PowerPoint/canva基本操作③（配色・デザイン）

PowerPoint/canva基本操作④（アニメーション・画面切り替え）

プレゼンテーマ発表/チーム決め

チーム制作①

授業概要説明・プレゼンテーションの目的理解

2026年度 授業計画（シラバス）
ＰＯＰデザイン トータルビューティ学科 講義

𠮷田 ほのか 必修選択

授業概要
・

授業内容

プレゼンテーションの基礎を学び、PowerPointを活用した資料作成技術や、人に伝わる話し方・表現方法を習得す
る。
最終的にはチームでプレゼンテーションを行い、自分たちの考えや魅力を相手に分かりやすく伝える力を養う。また、
美容業界で必要となる接客力・提案力・営業力につながるコミュニケーション能力を身につける。

到達目標

1.PowerPointまたはcanvaの基本操作を理解し、見やすく分かりやすい資料を作成できる。
2.プレゼンテーションの基本構成や、聞き手に伝わる話し方・表現方法を理解し、実践できる。
3.最終発表を通して、自分たちの考えや魅力を相手に伝える力を養い、美容業界で求められる提案力・接客力・営業
力につなげる。

授業計画・内容



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 2学年前期 時間数 60時間 必修・選択

第１週

第２週

第３週

第４週

第５週

第６週

第７週

第８週

第９週

第１０週

第１１週

第１２週

第１３週

第１４週

第１５週

実務経験 ✓美容業界で経験２０年以上（実務経験・講師歴含む）
実務経験のある教員による

授業科目

サロン経営学LESSON１ー３：筆記試験対策
サロン開設・運営・管理方法/サロン経営者の心構え

救急法LESSON１ー５：筆記試験対策
救急法の基本・応急手当と一次救命処置とは/エステティックサロンで起こる可能性の高い症状とその対処法

評価方法

前期試験実施（筆記試験）その結果での評価
その他出席状況・授業態度・指示への的確性・積極性・クラス内フォローが率先してできているか等
普段の様子も重視した評価とする

教科書
教材など

日本エステティック協会　新エステティック学（全６冊）　参照
エステティシャンセンター試験　筆記試験例題集　参照

エステティックカウンセリングLESSON３ー４：筆記試験対策
カウンセリングの流れ（受付対応・施術前・施術中・施術後）

エステティック概論LESSON５ー７：筆記試験対策
エステティシャンとしての心構えとは/日本のエステティックと世界のエステティック

関連法規LESSON１ー３：筆記試験対策
法の基礎知識とエステティックに関連する消費者トラブル/衛生法規とエステティックに関わる衛生法規

関連法規LESSON４ー５：筆記試験対策
経済行為に関する法律『エステティック業界の統一自主基準』とサロン遵守事項

生命活動とホメオスタシスLESSON１ー２：筆記試験対策
生命の適応進化とエステティック、その歴史/ホメオスタシスの定義・具体例

生命活動とホメオスタシスLESSON３ー４：筆記試験対策
ホメオスタシスを制御する３つの仕組み/神経系より『ストレス』について、肌・心への影響

公衆衛生・衛生管理LESSON１ー２：筆記試験対策
公衆衛生とは？日本・世界の公衆衛生の歴史/消毒方法の種類と基本的な使用法

公衆衛生・衛生管理LESSON３ー４：筆記試験対策
感染のメカニズムとその対策/手指の衛生措置・洗浄と消毒の実践・消毒剤の効果と特徴

皮膚科学LESSON１ー２：筆記試験対策
皮膚の基礎知識・皮膚の構造と働きについて１年次の復習『美容上大切な６つの働き』

皮膚科学LESSON３ー４：筆記試験対策
『肌の美しさを損ねる要因』それらの原因と改善方法

皮膚科学LESSON５ー６：筆記試験対策
肌状態と季節・環境のつながり４つの肌タイプ/肌分析を行う上でのチェックポイント

エステティックカウンセリングLESSON１ー２：筆記試験対策
エステティックカウンセリングの重要性/心のメカニズムと顧客心理

エステティック概論LESSON１ー４：筆記試験対策
エステティックの概念・本質・領域/語源と歴史

2026年度 授業計画（シラバス）
エステティック理論Ⅲ トータルビューティ学科 講義

宮内 和花子 必修選択

授業概要
・

授業内容

授業概要：日本エステティック協会　エステティック学　理論１６科目の学習
授業内容：講義形式で受講（グループディスカッション形式を含む）
　　　　　教科書に沿いながら、技術とリンクするように関連付け理解を深める
　　　　　エステティックの基本的な知識や技術理論の向上を目指す
　　　　　またこれらを通し卒業後、即戦力となる人材育成につなげる

到達目標

日本エステティシャンセンター筆記試験合格を目指す
認定エステティシャン取得レベルの基礎知識を習得する

授業計画・内容



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 2学年後期 時間数 60時間 必修・選択

第１週

第２週

第３週

第４週

第５週

第６週

第７週

第８週

第９週

第１０週

第１１週

第１２週

第１３週

第１４週

第１５週

実務経験 ✓美容業界で経験２０年以上（実務経験・講師歴含む）
実務経験のある教員による

授業科目

理論１６科目の総復習
筆記試験対策：筆記試験対策１００問問題（本番形式問題）

理論１６科目の総復習
筆記試験対策：筆記試験対策１００問問題（本番形式問題）

評価方法

後期試験実施（筆記試験）その結果での評価
その他出席状況・授業態度・指示への的確性・積極性・クラス内フォローが率先してできているか等
普段の様子も重視した評価とする

教科書
教材など

日本エステティック協会　新エステティック学（全６冊）　参照
エステティシャンセンター試験　筆記試験例題集　参照

理論１６科目の総復習
筆記試験対策：筆記試験対策１００問問題（本番形式問題）

化粧品学LESSON８ー９：筆記試験対策
化粧品の原料・成分から化粧品の成り立ち/化粧品に用いられる薬剤と働き

栄養学LESSON１：筆記試験対策
栄養学の基礎知識・５大栄養素・栄養所要量について/栄養素が肌や体に与える影響

栄養学LESSON２－４：筆記試験対策
栄養状態の判定・肥満について・美容と栄養/ホームケアアドバイス

解剖生理学LESSON１ー２：筆記試験対策
身体の基本・身体を構成する物質・血液/骨格系・筋肉系について

解剖生理学LESSON３ー４：筆記試験対策
神経系について種類やその働き・伝わり方/感覚について体性感覚・内臓感覚・特殊感覚

解剖生理学LESSON５ー６：筆記試験対策
（内分泌系）各分泌腺と種類・目的・役割/（呼吸器系）構造や呼吸運動・外呼吸・内呼吸のしくみ

解剖生理学LESSON７ー８：筆記試験対策
（循環器系）心臓の構造・血液循環・リンパ系/（消化器系）構成や消化作用について

解剖生理学LESSON９ー１０：筆記試験対策
（泌尿器系）腎臓・副腎の働き/（生殖器系）月経のメカニズム・胚葉分化を理解する

運動生理学LESSON１ー３：筆記試験対策
運動の必要性と効果・筋収縮・筋疲労・筋回復/運動とアンチエイジング・代謝と美容のつながり

運動生理学LESSON４ー６：筆記試験対策
運動の種類・運動とアンチエイジング・エネルギー代謝・基礎代謝・消費カロリー/美容と運動のつながり

エステティック機器学LESSON１ー３：筆記試験対策
電気の基礎知識や電気信号伝達のメカニズム/エステティック機器の種類と原理

化粧品学LESSON１ー７：筆記試験対策
化粧品概論・化粧品の品質と取り扱い留意点/各化粧品の目的と働きを理解する

2026年度 授業計画（シラバス）
エステティック総合演習 トータルビューティ学科 演習

宮内 和花子 必修選択

授業概要
・

授業内容

授業概要：日本エステティック協会　エステティック学　理論１６科目の学習
授業内容：講義形式で受講（グループディスカッション形式を含む）
　　　　　教科書に沿いながら、技術とリンクするように関連付け理解を深める
　　　　　エステティックの基本的な知識や技術理論の向上を目指す
　　　　　またこれらを通し卒業後、即戦力となる人材育成につなげる

到達目標

日本エステティシャンセンター筆記試験合格を目指す
認定エステティシャン取得レベルの基礎知識を習得する

授業計画・内容



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 2学年後期 時間数 15時間 必修・選択

第１週

第２週

第３週

第４週

第５週

第６週

第７週

第８週

第９週

第１０週

第１１週

第１２週

第１３週

第１４週

第１５週

実務経験 ✓
専門学校や社会人スクール、一般企業、公共職業訓練等でビジネスマナー・
インストラクターとして25年以上の経験あり

実務経験のある教員による
授業科目

実技テストリハーサル⑵

後期試験
　実技試験（電話ロールプレイ）

評価方法

A出席点（100点）…テストや必須の補習等も含めたすべての出席率が点数
B授業点（100点）…持ち点を100点とし、課題や提出物、ファイリング演習、授業態度を減点法で採点する。後期1月末までにサービス接遇検定
のいずれかの級をに合格した学生には加点による評価もある。
C試験点（110点）…期末のテスト、中間テストや実技テスト等の合計点
　前期・後期の評価はそれぞれ上記ABCの平均点とし、学年末の単位認定は前期点と後期点の平均点とする。
　講義への出席状況と授業への取り組み姿勢が評価に大きく影響するため、成績不良者に対して再試験は行わない

教科書
教材など

講師作成のプリントや資料を使用する。

実技テスト　リハーサル⑴

名指し人不在の電話応対演習⑴

名指し人不在の電話応対演習⑵

名指し人不在の電話応対演習⑶

名指し人不在の電話応対演習⑷

伝言メモの書き方

予約電話応対の基本

予約電話応対の演習⑴

予約電話応対の演習⑵

予約電話応対の演習⑶

クレームの電話応対の知識

クレーム電話応対の演習

前期復習　電話の基本　前期試験の振り返り

2026年度 授業計画（シラバス）
接遇マナーⅡ トータルビューティ学科 講義

宮原 香由里 必修選択

授業概要
・

授業内容

　前期「接遇マナーⅠ」を土台に、ビジネスや接客シーンで必要となる電話応対実務を学ぶ。
　特に、エステティックサロンにおける、予約の受け方や電話応対にまつわる事務処理などについて、実務に即した演
習を行う。
　なお、この講義は「接遇マナーⅠ」と連動する講義であるため、学生の実技習得状況により、授業内容は変更するこ
ともある。

到達目標

①電話応対の基本から応用まで、一連のサロンでの電話応対とその事務処理の基本スキルを身につける。	
②実務演習により、個人スキルの習得だけでなく、チームで働くためのコミュニケーション力を向上させる。

授業計画・内容



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 2学年 時間数 195時間 必修・選択

第１週 第１６週

第２週 第１７週

第３週 第１８週

第４週 第１９週

第５週 第２０週

第６週 第２１週

第７週 第２２週

第８週 第２３週

第９週 第２４週

第１０週 第２５週

第１１週 第２６週

第１２週 第２７週

第１３週 第２８週

第１４週 第２９週

第１５週 第３０週

実務経験 ✓

教科書
教材など

日本エステティック協会　新エステティック学（技術編）　参照
エステティシャンセンター試験　筆記試験例題集　参照

美容業界で経験２０年以上（実務経験・講師歴含む）
実務経験のある教員による

授業科目

理論：悩みの原因・ホームケアアドバイス
実習：フェイシャル

実習：フェイシャル実技/試験通し２回目

理論：ビフォー/アフターカウンセリング
実習：フェイシャル

実習：フェイシャル実技/試験通し３回目

評価方法

期末試験実施（実技試験）その結果での評価
その他出席状況・授業態度・指示への的確性・積極性・クラス内フォローが率先してできているか等
普段の様子も重視した評価とする

理論：仕上げ技術の目的と効果・手技確認
実習：フェイシャル

理論：フェイシャル実技試験/口頭試問
実習：フェイシャル

理論：フェイシャルカウンセリングとは
実習：フェイシャル

理論：フェイシャルで使用する化粧品成分
実習：フェイシャル

理論：４肌分類法について
実習：フェイシャル

実習：フェイシャル実技/試験通し1回目

理論：手技最後に用いる軽擦法の目的と効果
実習：フェイシャル

理論：フェイシャル機器/イオン導入
実習：フェイシャル

理論：試験時のチェックポイント確認
実習：フェイシャル

理論：フェイシャル機器/イオン導入
実習：フェイシャル

理論：試験時チェックするポイント
実習：フェイシャル

理論：フェイシャルパックの目的と効果
実習：フェイシャル

理論：フェイシャルマッサージの流れ
実習：フェイシャル

理論：Dクレンジング/5種の特徴と適合肌質
実習：フェイシャル

理論：体重移動の徹底
実習：フェイシャル

理論：フェイシャル機器/パタ―
実習：フェイシャル実技

理論：施術時の姿勢の確立
実習：フェイシャル

理論：フェイシャル機器/パターの原理
実習：フェイシャル

理論：クレンジング技術レベルアップ
実習：フェイシャル

理論：Dクレンジング/スクラブ
実習：フェイシャル

理論：試験時のチェックポイント
実習：フェイシャル

理論：Dクレンジング/ブラシクレンジング
実習：フェイシャル

理論：フェイシャルマッサージの目的と効果
実習：フェイシャル

理論：Dクレンジング/Ｅクレンジング
実習：フェイシャル

理論：2年次フェイシャル実技の目標
実習：フェイシャル

理論：前期復習/Dクレンジング
実習：フェイシャル

2026年度 授業計画（シラバス）
フェイシャルエステティック応用演習 トータルビューティ学科 演習

宮内 和花子 必修選択

授業概要
・

授業内容

授業概要：フェイシャル実技
授業内容：相モデル形式で受講（リーダーを中心としたグループワークを含む）
　　　　　1年次のフェイシャル基礎技術をベースに応用技術へステップアップする
　　　　　技術の基礎知識をしっかりと理解し、お客様へ提供する技術の意味を深め実践する
　　　　　モデルへの配慮・接客・心配り・カウンセリング等を実践を通して理解し習得する
　　　　　またこれらを通し卒業後、即戦力となる人材育成につなげる
　

到達目標

認定エステティシャン取得レベルの基礎・応用技術を習得する

授業計画・内容



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 2学年 時間数 150時間 必修・選択

第１週 第１６週

第２週 第１７週

第３週 第１８週

第４週 第１９週

第５週 第２０週

第６週 第２１週

第７週 第２２週

第８週 第２３週

第９週 第２４週

第１０週 第２５週

第１１週 第２６週

第１２週 第２７週

第１３週 第２８週

第１４週 第２９週

第１５週 第３０週

実務経験 ✓

教科書
教材など

日本エステティック協会　新エステティック学（技術編）　参照
エステティシャンセンター試験　筆記試験例題集　参照

美容業界で経験２０年以上（実務経験・講師歴含む）
実務経験のある教員による

授業科目

理論：上肢で触れる骨・筋肉
実習：ボディ実技

実習：ボディ実技試験通し番形式２回目
①カウンセリング②マッサージ

理論：上肢の力加減
実習：ボディ実技

実習：ボディ実技試験通し本番形式３回目
①カウンセリング②マッサージ

評価方法

期末試験実施（実技試験）その結果での評価
その他出席状況・授業態度・指示への的確性・積極性・クラス内フォローが率先してできているか等
普段の様子も重視した評価とする

理論：下肢前面　強擦法と打法の力加減
実習：ボディ実技

実習：ボディ実技試験詳細伝達/口頭試問
実習：ボディ実技通し

理論：腹部で触れる骨・筋肉
実習：ボディ実技

実習：ボディで使用する化粧品成分
実習：ボディ実技通し

理論：腹部の力加減
実習：ボディ実技

実習：ボディ実技試験通し本番形式1回目
①カウンセリング②マッサージ

理論：背面の力加減
実習：ボディ実技

理論：ボディ機器/低周波
実習：ボディ実技

理論：下肢前面で触れる骨・筋肉
実習：ボディ実技

理論：ボディ機器/サクション
実習：ボディ実技

理論：下肢前面　揉撚法の力加減
実習：ボディ実技

理論：ボディ機器/サクション
実習：ボディ実技

理論：下肢後面　強擦法と打法の力加減
実習：ボディ実技

理論：ボディ機器/G5
実習：ボディ実技

理論：下肢後面　手技と手技
実習：ボディ実技

理論：ボディ機器/低周波
実習：ボディ実技

理論：背面で触れる骨・筋肉
実習：ボディ実技

理論：ボディ機器/低周波
実習：ボディ実技

理論：下肢後面で触れる骨・筋肉
実習：ボディ実技　基本の復習

理論：ボディ悩みの原因
実習：ボディ実技

理論：下肢後面　軽擦法のポイント
実習：ボディ実技

理論： ボディ機器/G5
実習：ボディ実技

理論：下肢後面　揉撚法の力加減
実習：ボディ実技

理論：ボディ機器/G5
実習：ボディ実技

理論：ボディ実技の目標レベル確認と把握
実習：ボディ実技　基本の復習

理論：前期確認
実習：ボディ実技
　

2026年度 授業計画（シラバス）
ボディエステティック応用演習 トータルビューティ学科 演習

宮内 和花子 必修選択

授業概要
・

授業内容

授業概要：ボディ実技
授業内容：相モデル形式で受講（リーダーを中心としたグループワークを含む）
　　　　　1年次のボディ基礎技術をベースに応用技術へステップアップする
　　　　　技術の基礎知識をしっかりと理解し、お客様へ提供する技術の意味を深め実践する
　　　　　モデルへの配慮・接客・心配り・カウンセリング等を実践を通して理解し習得する
　　　　　またこれらを通し卒業後、即戦力となる人材育成につなげる

到達目標

認定エステティシャン取得レベルの基礎・応用技術を習得する

授業計画・内容



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 2学年前期 時間数 30時間 必修・選択

第１週

第２週

第３週

第４週

第５週

第６週

第７週

第８週

第９週

第１０週

第１１週

第１２週

第１３週

第１４週

第１５週

実務経験 ✓美容業界で16年勤務
実務経験のある教員による

授業科目

実技(下肢後面、ヘッドマッサージ、ハンドマッサージ)

実技(下肢後面、ヘッドマッサージ、ハンドマッサージ)

評価方法

出席率、授業態度、レポート提出で成績をつける。

教科書
教材など

特になし

実技(下肢後面、ヘッドマッサージ、ハンドマッサージ)

企業説明会

企業説明会

企業説明会

企業説明会

企業説明会

企業説明会

企業説明会

就職対策授業

就職対策授業

就職対策授業

エステティックカウンセリング

企業説明会

2026年度 授業計画（シラバス）
エステティック集中演習 トータルビューティ学科 演習

村中 梨絵 必修選択

授業概要
・

授業内容

・大手企業の説明会
・就職対策
・エステティックカウンセリングを学び、実習に生かす

到達目標

・希望の就職先に内定をいただく

授業計画・内容



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 2学年前期 時間数 45時間 必修・選択

第１週

第２週

第３週

第４週

第５週

第６週

第７週

第８週

第９週

第１０週

第１１週

第１２週

第１３週

第１４週

第１５週

実務経験 ✓アロマサロン5年間勤務、2020年よりアロマサロン経営
実務経験のある教員による

授業科目

実習⑥ハンガリーウォーター

前期試験準備・模擬テスト

評価方法

授業態度、出席状況、前期試験結果を考慮して評価。
※評価目安：前期試験（6０％）・授業態度（2０％）・出席状況（2０％）

教科書
教材など

AEAJ検定1・2級テキスト
アロマテラピー検定　公式テキスト1級・2級、その他実習用副教材

実習⑤バスボム

chapter１イントロダクション　偉人たちが愛したアロマテラピー
chapter２精油の4つの性質 植物の部位と精油  精油がもたらす作用　精油の抽出法　精油の選び方

chapter３　アロマテラピーの安全性
精油の保管　実習② アロマスプレー

chapter４　アロマテラピーの楽しみ方
アロマテラピーの様々な利用方

chapter５　アロマテラピーのメカニズム
精油が脳に伝わるしくみ

chapter６　アロマテラピーとビューティ＆ヘルスケア
睡眠・ストレス・女性ホルモン・スキンケア

chapter７
アロマテラピーの歴史実習

chapter８
アロマテラピーに関する法律

検定模擬テスト

検定模擬テスト

実習③  クレイパック

実習④ミツロウのクリーム

オリエンテーション   精油のイメージング
実習①　ユーカリの蒸気吸入

2026年度 授業計画（シラバス）
アロマテラピー トータルビューティ学科 講義

千原 亜希 必修選択

授業概要
・

授業内容

アロマテラピーの基礎知識を学び、さまざまな精油の香りを楽しみ作用を知る。アロマクラフトの実習を通して生活の
中で活用したり仕事で活かしたりできるような経験を積む。

到達目標

・体調やお肌の調子に合わせて精油の提案ができる・精油の楽しみ方を説明することができる・アロマクラフトを作る
際、精油の濃度を考慮してブレンドすることができる・精油の禁忌事項について理解している・AEAJアロマテラピー検
定１級取得もしくは同等の知識を身につける

授業計画・内容



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 2学年前期 時間数 90時間 必修・選択

第１週

第２週

第３週

第４週

第５週

第６週

第７週

第８週

第９週

第１０週

第１１週

第１２週

第１３週

第１４週

第１５週

実務経験 ✓
ネイルスクール講師2年、ネイルサロン勤務1年半
美容師2年

実務経験のある教員による
授業科目

通し練習
検定持ち物準備・最終確認

前期試験

評価方法

出席状況50％、授業態度20％、検定合否10％、提出物10％、テスト10％

教科書
教材など

JNAテクニカルシステムベーシック、ネイリスト技能検定試験公式問題集、自作プリント

模擬試験
フィードバッグ

シルクラップ　やり方説明・デモ、ハンド練習
チップラップ　やり方説明・デモ、ハンド練習

チップラップ　ハンド練習

ハンドでのネイルケアやり方説明・デモ、ネイルケアハンド練習

ネイルケア練習
チップラップ練習

ネイルケア、チップラップ、カラーリング練習
2級課題アート(貝殻)練習

ネイルケア、チップラップ、カラーリング、アート練習

ネイルケア、チップラップ、カラーリング、アート練習

ネイルケア、カラーリング、チップラップ、アート通し練習

ネイルケア、カラーリング、チップラップ、アート通し練習

模擬試験
フィードバッグ

通し練習

自己紹介、材料確認、2級検定について伝える
相モデルケア（技術チェック）

2026年度 授業計画（シラバス）
ネイルベーシック トータルビューティ学科 演習

石井 貴子 必修選択

授業概要
・

授業内容

2級検定合格を目指し、2級検定課題技術・知識を身につける。
ハンド受験のため、ハンドで練習していく。
筆記試験対策や要綱説明もする。

到達目標

JNECネイリスト技能検定試験2級合格

授業計画・内容



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 2学年後期 時間数 90時間 必修・選択

第１週

第２週

第３週

第４週

第５週

第６週

第７週

第８週

第９週

第１０週

第１１週

第１２週

第１３週

第１４週

第１５週

実務経験 ✓
ネイリスト・ネイル講師として　実務経験25年　（有限会社ビ・ファセット　Heart
美容企画）

実務経験のある教員による
授業科目

上級検定通し練習（タイムトライアル）
上級検定　模擬試験　（期末試験）

上級検定通し練習（タイムトライアル）
JNAジェルネイル検定試験上級

評価方法

期末テストでの点数　　6割
授業態度　提出物など　4割

教科書
教材など

JNA　テクニカルシステム　ジェルネイル

上級検定通し練習（タイムトライアル）

ジェルチップオーバーレイ　アプリケーション
ジェルチップオーバーレイ　ファイリング

ジェルチップオーバーレイ　２本仕上げまで

ジェルスカルプチュア　デモンストレーション、フォームの付け方　フォルムの作り方
ジェルスカルプチュア　アプリケーション

ジェルスカルプチュア　アプリケーション、ファイリング
ジェルチップオーバーレイ復習

ジェルアート　フラワーアートの技法の種類
ジェルアートスカルプチュア

ジェルチップオーバーレイ
ジェルスカルプチュア、ジェルアートスカルプチュア

ジェルチップオーバーレイ
ジェルスカルプチュア、ジェルアートスカルプチュア

上級検定通し練習（タイムトライアル）

上級検定通し練習（タイムトライアル）

上級検定通し練習（タイムトライアル）

上級検定通し練習（タイムトライアル）

JNAジェルネイル検定試験上級の内容説明
ジェルチップオーバーレイ　デモンストレーション、アプリケーション

2026年度 授業計画（シラバス）
ネイルプロフェッショナル トータルビューティ学科 演習

林 えり子 必修選択

授業概要
・

授業内容

ジェルネイル検定試験上級に対応した実技及び知識
ジェルネイルイクステンション（ジェルチップオーバーレイ、ジェルスカルプチュア）
ジェルアートスカルプチュア（フラワーアートの様々な技法）

到達目標

ジェルネイルイクステンションとジェルアートスカルプチュアの習得
JNAジェルネイル検定試験　上級の全員合格を目標とする

授業計画・内容



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 2学年前期 時間数 105時間 必修・選択

第１週

第２週

第３週

第４週

第５週

第６週

第７週

第８週

第９週

第１０週

第１１週

第１２週

第１３週

第１４週

第１５週

実務経験 ✓
ネイリスト・ネイル講師として　実務経験25年　（有限会社ビ・ファセット　Heart
美容企画）

実務経験のある教員による
授業科目

1級検定試験通し練習
苦手なところを見直し

1級検定試験通し練習
前期期末テスト（1級検定試験の内容）

評価方法

期末テストでの点数　　6割
授業態度　提出物など　4割

教科書
教材など

ＪＮＡテクニカルシステム　アドバンス

1級検定試験通し練習
苦手なところを見直し

テーブルセッティング
プロダクトコントロール、ハーフチップの付け方

プロダクトコントロール
アクリルチップオーバーレイ アプリケーション　デモ、全体のアプリケーション

プロダクトコントロール
アクリルチップオーバーレイ アプリケーション、1ボール目の確認　2ボール目の確認

フォームの付け方
スカルプチュアアプリケーション　デモ、3ボール目の確認

フォームの付け方確認
スカルプチュアアプリケーション

アクリルチップオーバーレイ＆スカルプチュアのアプリケーション
3本仕上げ、３Dアート・ミックスメディアアート

アクリルチップオーバーレイ＆スカルプチュアのアプリケーション
５本仕上げ、３Dアート・ミックスメディアアート

アクリルチップオーバーレイ＆スカルプチュアのアプリケーション
7本仕上げ、３Dアート・ミックスメディアアート

アクリルチップオーバーレイ＆スカルプチュア
タイムトライアル、３Dアート・ミックスメディアアート

アクリルチップオーバーレイ＆スカルプチュア
タイムトライアル、３Dアート・ミックスメディアアート

アクリルチップオーバーレイ＆スカルプチュア
タイムトライアル、３Dアート・ミックスメディアアート

アクリルネイル理論
アクリルネイルのプロダクトの説明

2026年度 授業計画（シラバス）
ネイルアドバンス トータルビューティ学科 演習

林 えり子 必修選択

授業概要
・

授業内容

アクリルネイル　イクステンションの基礎知識と技術の習得
１級検定試験に対応したミックスメディアアートの作成

到達目標

JNECネイリスト技能検定試験１級の受験に必要な技術と知識を習得し全員合格を目標とする

授業計画・内容



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 2学年 時間数 135時間 必修・選択

第１週 第１６週

第２週 第１７週

第３週 第１８週

第４週 第１９週

第５週 第２０週

第６週 第２１週

第７週 第２２週

第８週 第２３週

第９週 第２４週

第１０週 第２５週

第１１週 第２６週

第１２週 第２７週

第１３週 第２８週

第１４週 第２９週

第１５週 第３０週

実務経験

教科書
教材など

JNAテクニカルシステムアドバンス
JNAテクニカルシステム〜ジェルネイル〜

実務経験のある教員による
授業科目

ジェルネイル中級検定対策 卒業前実践試験

ジェルネイル中級検定対策 振り返り・作品整理提出

評価方法

①出席状況、②平常点、③課題等提出状況、④授業内テスト、⑤期末試験
以上の5点で評価を行います

ジェルネイル中級検定対策 タイムトライアル（定額ネイル・相モデル実習）
サロン定額チップ制作

ジェルネイル中級検定対策 タイムトライアル（定額ネイル・相モデル実習）
SNS実践・ブランディング

ジェルネイル中級検定対策 リピート・店販提案
タイムトライアル（相モデル実習）

校内コンテスト対策 タイムトライアル②（相モデル実習）
サンプル制作（テーマ）

ジェルネイル中級検定対策 フットネイル応用（相モデル実習）
サンプル制作（テーマ）

ジェルネイル中級検定対策 タイムトライアル（定額ネイル・相モデル実習）
サロン定額チップ制作

校内コンテスト対策 ネイルマシン基礎②（ハンド実習）
サンプル制作（テーマ）

校内コンテスト対策 フットネイル基礎（相モデル実習）
ネイルマシンタイム施術（ハンド実習）サンプル制作

校内コンテスト対策 タイムトライアル①（相モデル実習）
サンプル制作（テーマ）（定額）

モチーフ実習
（エンボス５枚花・葉　3D５枚花）

SNS撮影・投稿基礎、相モデル実習
サンプル制作（テーマ）

モチーフ実習（エンボス５枚花3D５枚花）
コンテストデザイン画作成

ハンド基礎
サンプル制作（テーマ）

校内コンテスト対策 ワンカラー・グラデーションタイム施術
サンプル制作（テーマ）

テーブルセッティング　プロダクトコントロール
モチーフ実習（ハート）

サロンワーク基礎
ネイルマシン基礎①（ハンド実習）

2026年度 授業計画（シラバス）
ネイル総合演習 トータルビューティ学科 演習

毛利 佐和子 必修選択

授業概要
・

授業内容

前期では校内コンテストに向けたアクリルアートの基礎技術を学んでいきます。
校内コンテスト後はジェルネイル中級試験に向けた試験対策をおこないます。
後期はネイルサロンで必要となる技術力・提案力・デザイン力・接客力をネイルサロンワークの授業と連動しながら実
践的に学習していきます

到達目標

アクリルアートの基礎技術の習得
ジェルネイル中級試験合格
ネイルサロン現場を想定したハンド・フット施術を時間を意識しながら行うことができる。
ネイルサロンワーク授業と連動し、実践的な施術・提案・接客を総合的に行うことができる。

授業計画・内容



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 2学年後期 時間数 45時間 必修・選択

第１週

第２週

第３週

第４週

第５週

第６週

第７週

第８週

第９週

第１０週

第１１週

第１２週

第１３週

第１４週

第１５週

実務経験
実務経験のある教員による

授業科目

感謝サロン準備

感謝サロン実習（家族・知人）

評価方法

①出席状況、②平常点、③課題等提出状況、④授業内テスト、⑤期末試験
以上の5点で評価を行います

教科書
教材など

教員製作プリント、ネイル道具一式

サロン実習③（教職員）

受付・接客・SNS導入（相モデル実習）

ハンド基礎実践（相モデル実習）

ハンド基礎実践（相モデル実習）

ネイルマシン実践（相モデル実習）

フット基礎実践（相モデル実習）

定額デザイン施術（相モデル実習）

タイム施術（相モデル実習）

サロン形式実習①（相モデル実習）

サロン実習①（他専攻・1年生）

サロン実習②（他専攻・1年生）

サロン形式実習②（相モデル実習）

シラバス説明
サロンワーク基礎実習（相モデル）

2026年度 授業計画（シラバス）
ネイルサロンワーク トータルビューティ学科 演習

毛利 佐和子 必修選択

授業概要
・

授業内容

実際のネイルサロンを想定し、受付・カウンセリング・施術・接客・会計までの一連の流れを実践形式で学びます。ネ
イル総合演習で習得した技術や提案力を活用しながら、時間管理、接客力、チームワークを身につけていきます。

到達目標

ネイルサロンにおける受付から施術、会計までの一連の流れを理解し、実践することができる。
時間管理を意識しながら、お客様に合わせた接客・カウンセリング・提案を行うことができる。

授業計画・内容



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 2学年 時間数 45時間 必修・選択

第１週 第１６週

第２週 第１７週

第３週 第１８週

第４週 第１９週

第５週 第２０週

第６週 第２１週

第７週 第２２週

第８週 第２３週

第９週 第２４週

第１０週 第２５週

第１１週 第２６週

第１２週 第２７週

第１３週 第２８週

第１４週 第２９週

第１５週 第３０週

実務経験 ✓

教科書
教材など

ネイリスト技能検定試験公式問題集
JNAテクニカルシステムアドバンス(１級)・JNAテクニカルシステム(上級)

株式会社ソシエ・ワールド銀座店、オム池袋店
実務経験のある教員による

授業科目

１級通し練習④ 上級通し練習⑤

１級通し練習⑤ 上級通し練習⑥

評価方法

出席状況、授業態度、模擬テストを実施し、トータルで評価する。

１級通し練習① 上級通し練習②

１級通し練習② 上級通し練習③

１級通し練習③ 上級通し練習④

模擬テスト 上級対策⑥
検定要項・採点基準説明

１級対策⑦ 上級対策⑦

１級対策⑧ 上級通し練習①

筆記対策 上級対策④

１級対策⑤ 上級対策⑤

１級対策⑥ 模擬テスト

１級対策② 上級対策①

１級対策③ 上級対策②

１級対策④
検定要項・採点基準説明

上級対策③

１級対策① １級通し練習⑥

2026年度 授業計画（シラバス）
ネイル検定対策 トータルビューティ学科 演習

𠮷田 ほのか 必修選択

授業概要
・

授業内容

１級・上級の検定合格を目指して、課題の技術及び知識を身につける。
試験内容・採点基準の説明、筆記対策の他、ハンド・相モデルでの実技練習

到達目標

ネイリスト技能検定１級フォローアップ　(検定予定日10/17)
ジェルネイル検定上級フォローアップ　(検定日未定)

授業計画・内容



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 2学年 時間数 30時間 必修・選択

第１週 第１６週

第２週 第１７週

第３週 第１８週

第４週 第１９週

第５週 第２０週

第６週 第２１週

第７週 第２２週

第８週 第２３週

第９週 第２４週

第１０週 第２５週

第１１週 第２６週

第１２週 第２７週

第１３週 第２８週

第１４週 第２９週

第１５週 第３０週

実務経験 ✓

教科書
教材など

講師作成のプリントや資料を使用する。

専門学校や社会人スクール、一般企業、公共職業訓練等でビジネスマナー・
インストラクターとして２５年以上の経験あり。（宮原）

実務経験のある教員による
授業科目

電話応対総合演習⑵ 接客接遇総合演習⒀

総まとめ・前期テスト 総まとめ・後期試験

評価方法

A出席点（100点）…テストや必須の補習等も含めたすべての出席率が点数
B授業点（100点）…持ち点を100点とし、課題や提出物、ファイリング演習、授業態度を減点法で採点する
C試験点（110点）…期末のテスト、中間テストや実技テスト等の合計点
　前期・後期の評価はそれぞれ上記ABCの平均点とし、学年末の単位認定は前期点と後期点の平均点とする。講義への出席状況と授業への
取り組み姿勢が評価に大きく影響するため、成績不良者に対する再試験は原則として行わない。

電話応対の実務⑸
　サロンへの問い合わせに答える

接客接遇総合演習⑽

電話応対の実務
　さまざまな電話応対

接客接遇総合演習⑾

電話応対総合演習⑴ 接客接遇総合演習⑿

電話応対の実務⑵
　取次電話応対　応用編

接客接遇総合演習⑺

電話応対の実務⑶
　名指し人不在時の電話応対

接客接遇総合演習⑻

電話応対の基本⑷
　予約受付の応対

接客接遇総合演習⑼

電話応対の基本⑷
　電話の第一声をつくる

接客接遇総合演習⑷

電話応対の基本⑸
　ビジネス電話応対の流れ

接客接遇総合演習⑸

電話応対の実務⑴
　取次電話応対　基本編

接客接遇総合演習⑹

電話応対の基本⑴
　ビジネスフォンのシステム

接客接遇総合演習⑴

電話応対の基本⑵
　電話の特性と応対時の基本マナー

接客接遇総合演習⑵

電話応対の基本⑶
　電話話法

接客接遇総合演習⑶

オリエンテーション 前期復習・後期オリエンテーション

2026年度 授業計画（シラバス）
接遇マナーⅠ トータルビューティ学科 講義

宮原 香由里、𠮷田 ほのか 必修

授業概要
・

授業内容

　1年次でのサービス接遇の学び（社会人の基本マナー、サービスマインドと接客応対スキル）を土台とし、前期は、ビジネスや接客シーンで必
要となる電話応対実務の基本を学ぶ。
　後期は各専攻により就職先の業態が異なるため、実務に即して必要な演習を行う。
　なお、学生の実技習得状況により、授業内容は変更することもある。

到達目標

①返事、挨拶、お辞儀、敬語を徹底して習得し、日常的に使える接遇の基本言動を身に付ける。
②ノートをとり、自分のマニュアル作成ができるようになること。③授業プリントをファイリングすることで、日常的に書類管理をする。
④課題等の提出物の期日を守るための時間管理能力を向上させ、納期意識を高める。
⑤授業時に身だしなみを整えることで、社会人としての心構え、実習着やスーツの着こなし、清潔感覚を持つことを訓練する。
⑥授業ではOJT方式を取り入れ、社会人としての基本行動と考え方、学び方を知る。
⑦電話応対や接客応対の演習を通じ、個人スキルの習得とチームで働くためのコミュニケーション力を向上させる。

授業計画・内容



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 2学年前期 時間数 15時間 必修・選択

第１週

第２週

第３週

第４週

第５週

第６週

第７週

第８週

第９週

第１０週

第１１週

第１２週

第１３週

第１４週

第１５週

実務経験 ✓臨床心理士／公認心理師（坂元）
実務経験のある教員による

授業科目

心理マネジメント③／ストレス

心理マネジメント④／レジリエンス

評価方法

授業内での課題（75％）・授業態度（25％）

教科書
教材など

教員作成プリント

心理マネジメント②／睡眠

心理学基礎①／人格

心理学基礎②／記憶

心理学基礎③／知能

心理学基礎④／認知

心理学基礎⑤／対人関係

自己理解①／性格

自己理解②／自尊感情

自己理解③／孤独感の心理

自己理解④／幸福感の心理

自己理解⑤／非認知能力

心理マネジメント①／不安

心理学概論

2026年度 授業計画（シラバス）
就職ゼミ・ＩＣＴ応用 トータルビューティ学科 講義

坂元 優太、𠮷田 ほのか 必修

授業概要
・

授業内容

心理学の基礎を学ぶ中で自己理解を深めていきセルフマネジメントの能力を高める方法を学ぶ。学生生活・就職活
動・社会人生活に向けて、心身を整えられる心理教育を行い今後の人生をより豊かにしていくための知識や技術を身
につける。

到達目標

自己理解の促進やソーシャルスキルの向上を目指す。各種心理的尺度を用いて自身の状態や状況を把握し、自身
について見つめ直す機会を得る。

授業計画・内容


